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大槌湾、両石湾、釜石湾、唐丹湾と 4 つの港

がございます。この中で、釜石湾だけが浸水

高が 11.2m ということで、他の港とちょっ

と低いということがわかると思います。これ

がつまり湾口防波堤の一つの大きな効果と言

われているところでございます。 

 

◎震災前 震災後 

 

 これは震災前と震災後の様子でございます

が、上のほうは先ほど申し上げました釜石湾

内、下のほうは鵜住居というところでござい

ますが、ここは湾口防波堤のないところでご

ざいまして、大槌湾の一部でございます。大

槌というのは、釜石の隣町でございますが、

ここはよくテレビとか新聞でも報道されてお

りますが、役場が被災しまして、そこの町長

さんも震災後に対策本部を役場の外で設置し

たところを津波に襲われまして、40 人以上の

役場の職員も犠牲になったというところでご

ざいますけれども、防波堤のあるところとな

いところで全く被害の状況が違うということ

でございまして、下のほうを見ればわかると

おり、建物がもうないのですね。全部持って

いかれたわけです。これは大槌に面した鵜住

居という地区なのですが、隣の大槌町は、実

は内側に防潮堤がありました。防潮堤があっ

たのですが、大槌の場合は瓦礫と化したとこ

ろに火災が発生したわけです。下のほうが全

部なくなったので、火災の発生する余地がな

いのですが、瓦礫が集まったところに水がい

っぺんに引かないで徐々に引いていったので

す。そこにガスボンベが引火して、爆発した

のです。ガスボンベから今度は車に引火した

りということで、浸水して、水が引いていく

間にすべての瓦礫が燃え尽きてしまったので

す。あとに残ったのが鉄くずだけという状況、

まさに悲惨な状況です。 

 場所によって、全部流されてしまったとこ

ろ、釜石湾のように防波堤があるために鉄筋

コンクリートの大きな建物については残って

いる場所もある。あるいは、また先ほど申し

上げましたとおり、津波と火災はあまりピン

と来ないのですが、実はこれが大きな課題で

ございまして、ガスボンベあるいは車が非常

に危険な条件になる。火災が発生して、実は

山林まで火災が移って、避難所まで火災の危

機にさらされたという情報が伝えられている

ところでございます。 

 

◎被害状況 

 

 これは岩手、宮城、福島の全体の被害と岩

手県と釜石市の被害状況でございますが、年

代別の被災割合が非常に興味のあるところだ

と思います。ご覧のとおり、千四十数名の犠

牲者がありましたけれども、その中で一番多

かったのが 65 歳以上の方でございました。

半分以上が高齢者であったということでござ

います。これについてはいろいろな推測がで

きるかと思います。 
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◎町中の被災写真 

 

 

 これは当時の市街地、町の中の様子でござ

いますが、先ほど申し上げましたとおり、壊

された家屋で道路が川のようになりまして、

そこに全部集まってきました。車がたくさん

見えるのがわかると思いますけれども、この

被災で課題というのは、先ほど申し上げまし

たように、火災が一つ。ガスボンベとかそう

いう火災の危険が非常に大きかったわけです。

2 番目は車です。車で避難しようと思って犠

牲になった方がたくさんおられる。結局、渋

滞してしまうということでございます。ご覧

のとおり、ここだけでも数台、車があるわけ

ですから、流された数は数え切れないと思い

ます。 

 釜石の場合は火災に至りませんでした。で

すから良かったのですが、大槌の場合はこれ

が全部車に引火して、町が全焼した。その中

で、もしかしたら助けられた方もおられたと

思うのですが、残念ながら、大槌町ではこう

いう状況の中で火災が発生して、全焼してし

まったということでございます。 

 

◎市役所の被災写真 

 

 こういう状況でございました。これは、こ

こに釜石市役所と書いています。ここに市役

所がございまして、市役所の目の前から撮っ

た写真でございます。たまたま市役所は 10m

の高台にありました。したがって、1 階のフ

ロアの部分まで水が来ましたけれども、建物

そのものは被災しませんでしたので、眼下に

見える市街地の皆さんが市役所のほうに避難

してきたという状況でございます。だけれど、

一歩も外に出られない状況でございました。 

 

◎津波により大槌町の民宿の屋根に乗り上げ

た観光船はまゆり 

 

 これは、上のほうに乗っていますのは観光

船“はまゆり”という船でございまして、震

災当初から随分テレビや新聞等で大きく報道
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されてご覧になった方もおありかと思います。

これは釜石の船でございます。釜石の観光船

が大槌の湾内に流れて、下にある民宿の上の

屋根に乗った状態でございます。 

釜石のほうとしては、他の町の個人の家の

屋根にのぼったものですから、当時は遺体の

捜索とか、さまざまな状況下の中で、早く片

づけたほうがいいだろうということで、我々

としては片づけさせてもらいましたが、今、

これを後世に残すべきだということで、大槌

町のほうでは復元して残したいという話をし

ております。我々としては大槌町さんがやる

ことであれば、それはそれでいいだろうとい

うことで、あまり深入りはしておりませんけ

れども、震災当初からこういう形が非常に全

国的に珍しいといいますか、興味を持たれて

ご覧になっている方もたくさんおられるかと

思います。 

 

◎唐丹小学校 

 

 これは唐丹小学校の様子でございます。あ

とでまたお話をします。 

◎湾内の船の写真 

 

 これはたしかパナマ船籍の船だったと思い

ますが、五千トンクラスの貨物船でございま

すが、釜石湾内に停泊しておりました。当時、

津波が来て、沖のほうに行けばよかったので

すが、間に合わなくて、津波に遭遇してしま

いました。 

 これはこれでいいのですが、実は湾内に大

きな船があるということは、湾内のいろいろ

な施設にぶつかるのですね。あちらこちら全

部壊してしまって、最後はここに止まってい

るのはここに防潮堤があるからなのです。わ

ずか 4m の防潮堤なのですが、ここに先がぶ

つかってやっとここで止まったということで

ございまして、この防潮堤がなかったら、全

部、陸の中のほうに入ってきて、いろいろな

家屋とかそういったものも壊されただろうな

と思っております。ですから、防潮堤という

のは津波から生命、財産を守るというだけで

はなく、実は船とか、海からやってくるさま

ざまなものが陸に入るのをとどめるという大

きな効果もあるというのが今回実感としてわ

かりました。 
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◎片岸地区 

 

 これは片岸地区です。鵜住居という全部流

された町があったという話をしましたが、隣

接する町でございます。ご覧のとおりです。

家屋がいっぱいあったのですが、全部流され

てしまいました。 

 

◎箱崎地区 

 

 ここも漁村集落でございますが、これも流

されました。残っているのは鉄筋コンクリー

トの建物だけです。 

◎地震発生から津波までの情報伝達 

 

 先ほどお話ししたとおり、3 月 11 日 14

時 46 分に情報が発生しました。そのときに、

実は気象庁の発表では 3m。あとで追加があ

りまして、岩手県の場合は最初 3m だったの

です。次に 6m、次に 10m なのです。実は

3m の発表をした直後に電気が寸断されまし

て、それ以上の情報が実は我々に入って来な

かったです。ですから、我々は 3m の情報を

住民に提供しました。もっとも 3m といいま

しても大津波警報でございますから、避難指

示でございます。これ以上の避難指示はない

のですが、ただ 3m というのは、我々からす

ると正直なところ、それほど大きな津波とい

う認識がないのですね。このことが問題なの

ですが、先ほど申し上げました海上にある防

波堤が 6m なのです。それから陸上にある防

潮堤が 4m なのです。今までの例だと、2m

の津波が来るというと大体 20cm くらい、

1m の津波が来るというと 10cm くらいとい

うようなことが何度も繰り返されてきており

まして、気象庁の発表よりも、過少にとらえ

る傾向がどうしてもあったのですね。その中

で、こういったさまざまなハードの対策が講

じられておりまして、今思えば、防波堤、防

潮堤の高さが高くなればなるだけ、地域住民

の危機意識が低くなるというのはまさにその

とおりでございます。 

 あとでお話をしたいと思いますが、なぜ、

これほどの被害があったのか、なぜ逃げなか
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ったのか、明治 29 年、昭和 8 年の経験もあ

る町なのに、なぜ逃げる人が少なかったのか

という原因がそこにあるのではないかなと思

っているところでございます。 

 この大津波警報は、先ほど説明がございま

したけれども、気象庁のほうでは発表を深く

反省していまして、これから津波の高さを発

表しないと。大きな津波が来るとか、高い津

波が来るという発表に切り換えたということ

でございますが、実はこれが一つの大きな原

因だったわけでございます。 

 そういった中にあって、今回の反省もそう

でございますが、防災行政無線で繰り返し避

難を呼びかけたわけですけれども、切迫性が

十分に伝えられなかった。よくテレビで放送

されておりますのは、南三陸町の防災ビルか

ら最後まで一生懸命声を張り上げて避難を呼

びかけた女性の職員の姿が何度も放映されま

したけれども、ああいう状況がほんとうは最

上の放送の仕方ではないかなと思って、我々

としても反省しているところです。 

 我々のほうは、マニュアルに沿って職員が

ただ読むだけなのです。実は、放送室から海

も見えない状況にありました。我々の市役所

の放送室はそういう状況にありましたので、

当時、津波が来る様子を、いわゆる臨場感を

持って住民に伝えることができませんでした。

これを深く反省しております。ですから、こ

の「防災行政無線での避難の呼びかけ」とい

うところもこれからいろいろと検討していか

なければならないと思います。 

 それから、よく言われるのは、陸上にある

防潮堤に水門があるわけです。陸閘ですね。

これは遠隔操作する場所も何カ所かございま

すが、ほとんどは未だに手動でございまして、

その役目は地元の消防団でございまして、水

門を閉めるために消防団の皆さんがかなり犠

牲になりました。これは三陸沿岸、岩手県、

宮城県もそうでございますが、これも大きな

教訓の課題でございまして、釜石市の場合は

こうした経験を踏まえて、現在、15 分ルール

を作っております。消防団の方が開始行動 15

分以内に逃げる。消防団自身が逃げるのだと

いうことを今強調させてもらっているところ

でございます。 

 

◎住民の避難行動における反省と教訓 

 

 先ほども申し上げましたとおり、なぜ被害

が大きかったのかという反省は、防災行政無

線の切迫感のある放送内容をして、たくさん

の方に逃げていただくという方法をとるべき

だと。それから、防波堤・防潮堤の防浪施設

への過信、これは先ほど申し上げました。ハ

ードが高くなれば意識が低くなるということ

を常に思っていなければなりません。 

 それから、ハザードマップが「安心マップ」

として落とし穴にはまってしまったというこ

とでございます。 

 それから、車両ですね。車での避難のあり

方についても地域の皆さんとよく話をしなが

ら、常日ごろの備えが必要だということでご

ざいます。 

 2 つだけお話しさせていただきますが、今

回の被災で 2 つほど良かったということがご

ざいました。1 つは、これは中国からおいで

になっている水産研修生がございまして、釜

石市を初め三陸沿岸の釜石、大槌、隣の山田

というところがございまして、120 名ほどお

りました。この方々は海も見たことがないと

いう方でございますが、釜石の海沿いの企業

で働いておりましたけれども、全員助かりま

した。 
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 それから、よく「釜石の奇跡」と言われて

おりますが、学校の子どもたちが助かったと

いう話、これが今回の津波の中で我々として

も少しは良かったかなというところでござい

ます。 

 

◎トップリーダーとしての判断 

①中国人研修生 

 

 一つは、中国の研修生でございますけれど

も、この方々は全員助かりました。なぜ助か

ったかというと、決められたマニュアルどお

り逃げただけなのです。何も変わったことを

しているわけではないのです。ただ、残念な

がら、長年そこに住んでいる日本人のほうが

先入観が作用して亡くなってしまった方がた

くさんいるということでございます。 

 それは何かというと、さっき申し上げまし

た、防波堤があるからいいだろう、あるいは

3m いったって、どうせ来るのはこのくらい

だろう、まだまだ時間はあるだろう、そんな

いわゆる先入観でもって逃げ後れてしまった

ということでございます。きちんとマニュア

ルどおり逃げていれば、命には別状なかった

はずなのですね。 

◎②企業 

 

 企業です。ある企業は、全従業員を拘束し

ました。地震発生から警報の解除まで全員拘

束した、その結果、無事でございました。 

 ある企業は、地震発生後、自由行動をとら

せました。そうしたら、被災した方が何人か

おられたということでございます。 

 C 事業所では、まずは逃げる前にいろいろ

と片づけることがあるだろう、それを片づけ

たあとに避難行動をしました。その結果、従

業員が犠牲になっております。 

 こうした各事業所のさまざまな地震直後の

行動が報告されておりました。これも大いに

参考になると思います。 

 

◎鵜住居地区防災センター（反省と教訓） 

 

 もう一つは反省をしなければならないとこ

ろがございまして、これは鵜住居地区の防災
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センターがございます。防災センターという

名前でございますから、ここは消防署の出先

機関がございました。それから、地域の集会

所的な機能もありました。この防災センター、

実は一時避難場所ではございませんけれども、

地域の皆さんの中で、高齢者の皆さんが避難

訓練をするときに、一時避難の場所がちょっ

と遠いので、避難訓練には参加するけれども、

避難場所に行くのに遠いのでここで避難訓練

をしたことにしてくれないかというふうな地

域からの要望がありまして、いいだろうとい

うことで、実は 1、2 度避難訓練をしてしま

いました。今となっては大きな反省点でござ

いますけれども、避難訓練場所として指定し

てはいなかったのですが、許してしまったと

いうことで、実は 3.11 のときにそこにたく

さんの方が逃げてしまいました。60 名以上の

方が犠牲になったということでございます。

まだまだこの数字は確定しておりません。今、

第三者検討委員会を設置して、遺族の皆さん

と話し合いをしているところでございます。 

 

◎釜石の奇跡 

 

 先ほどいい話ということで、「釜石の奇跡」

ということも言いましたけれども、子どもた

ちの行動はほんとうにすばらしいものがござ

いました。これは震災前から防災アドバイザ

ーということで群馬大学の片田先生のご指導

をいただいておりましたけれども、子どもた

ちに「想定を信じるな」「ベストを尽くせ」「そ

して避難者の率先者たれ」という 3 つの原則

を徹底的に指導していただいたわけでござい

ます。 

「想定を信じるな」というのはまさにその

とおりでございまして、先ほど申し上げまし

た「防潮堤があるからいいのだ」とか、「気象

庁の発表が幾らだからいいのだ」ということ

ではなくて、そういう想定を信じてはいけな

い。自分で物事を考えて判断していかなけれ

ばならないという指導だったわけでございま

す。 

 鵜住居の小学校、中学校の生徒の皆さんは、

まさにそれを実践に移していただきました。

逃げたわけです。津波が来るということで、

ちょうど学校の授業中でございました。全員

が逃げました。いつもの一時避難場所に逃げ

たのですが、海のほうを見たらとんでもない

津波がやってくるのが見えました。そこで、

もっと高いところに逃げた。そこで安住しな

いで、もっと高いところに逃げたというのが、

鵜住居小学校あるいは東中学校の生徒の今回

の奇跡と言われているところでございます。

おそらく大人だったら一時避難場所に逃げた

ら、もうここが安全だというふうに思い込ん

でいたと思います。子どもたちはそうではな

くて、状況を見ながら、さらに高いところに

逃げていくという判断、そして行動を起こし

た。当たり前といえば当たり前のことなので

すが、実はこの当たり前のことができないの

が津波のときなのです。 

 それから、釜石小学校というのがあるので

すが、釜石小学校は放課後でした。ですから、

みんな、自分の家に帰っていたのです。自分

の家に帰って、どこかに遊びに行っていた子

どももいました。あるいは自宅にいた子ども

たちもいました。この子どもたちがどうした

かというと、家に帰ってきて、親に言ったの

です「津波が来るから逃げなくてはいけない」。

親は「いや、まだ大丈夫だよ。まだまだ安全

だ」、そういう親を説得して、全員逃げたので

す。これが釜石小学校の子どもたちでした。

これがいわゆる「釜石の奇跡」と言われてい
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るものでございます。 

 

◎鵜住居地区の被災状況 

 

 たぶん時間が過ぎているだろうと思います

けれども、はしょってお話をしたいと思いま

すが、先ほどお話しした鵜住居小学校と東中

学校、まさに海沿いにあるのですが、これは

ハザードマップでは被災想定地域ではござい

ませんでした。 

 

◎鵜住居小学校の 1 年生から 4 年生の皆さん 

 

「皆さん、こんにちは。僕たちは岩手県釜

石市にある鵜住居小学校の生徒です。これか

ら今年の 3 月 11 日の東日本大震災のときに

私たちが体験したことを釜石東中学校のお兄

さん、お姉さんたちと紹介します。」 

 「今年の 3 月 11 日、地震による大津波で、

東北地方の広い範囲が大きな被害を受けまし

た。私たちの住む釜石市でもおよそ 900 人の

尊い命や家が失われました。私たちの町には、

昔の人たちの残した大切な財産があります。

それは、明治と昭和の時代に私たちと同じよ

うに津波の被害を受けたご先祖様があとから

生まれてくる人たちへ津波の恐ろしさを伝え

るものです。私たちは毎年、この石碑を清掃

し、大切にしています。最近では群馬大学の

片田先生から、「危ないと思ったら自分で判断

して避難する」と教えてもらい、日ごろから

防災訓練をしていました。地震が起こったと

きのことをお話しします。 

 私たちは、地震直後から高台に向かって無

我夢中で走り、10 分ほどでいつも避難してい

る“ございしょの里”までたどり着きました。」 

 「“ございしょの里”の駐車場の崖が崩れて

いることを地域の人に教えられ、危険を感じ

た私たちはさらに高い介護福祉施設へ走りま

した。介護福祉施設に到着し、高台から町を

見下ろすと津波が迫ってきているのがわかり

ました。上へ、もっと上へ、津波から逃れる

ため、私たちはより高台を目指し、走り続け

ました。 

 高いところへ走った先には石材店があり、

そのすぐ上に道路がありました。それは 6 日

前に開通したばかりの高速道路、釜石山田道

路でした。 

 その日は雪がちらつく寒い日でした。みん

なで励まし合いながら、じっと救助を 45 号

線道路で待っていました。日が暮れてから市

役所の方が救助に来て、「釜石山田道路を使っ

て市内の体育館に避難できます」と教えてく

れました。私たちが暗い釜石山田道路を歩い

ていると、数台のトラックやワゴン車が止ま

っていて、市内の体育館まで乗せてくれると

いうのです。小学校低学年から順に乗せても

らいました。トラックやワゴン車の運転手さ

んは 7 回も往復し、600 人くらいの児童・生

徒を全員、およそ 6km 先の避難所まで運んで

くれました。あのときの運転者さんのやさし

さを私たちは一生忘れません。ありがとうご

ざいました。」  
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◎釜石小学校の避難行動 

 

 今、映像を見ていただきましたけれども、

最終的にはちょうど 1 週間前に高速道路がで

きまして、そこで子どもたちが助かることが

できました。と申しますのは、海沿いの 45

号線という道路があるのですが、これ、全部、

壊されてしまいましたので、道路という道路

が使えない状況の中で、陸側にありました高

速道路が今回大きな役割を果たしたというこ

とでございまして、改めて道路の必要性を認

識させていただきました。 

 道路というと、今回の被災で例えば内陸、

岩手県で言うと盛岡とか花巻、それから遠野

側からたくさんの自衛隊の皆さんやさまざま

な支援のルートを使わせていただきました。

道路があって初めて救助活動やら支援物資の

支援活動が展開できたということでございま

して、まず道路の必要性について改めて認識

させていただきましたし、また、きょう、四

国整備局のほうにお邪魔したわけでございま

すが、当時は東北整備局の徳山局長さんがこ

ういった映像の中で、各地の状況を適確に把

握していただきまして、いろいろな支援をし

ていただきました。特に、リエゾンという連

絡員を被災地に派遣していただき、被災して

2 日か 3 日してすぐに派遣していただきまし

て、「何か必要なものがあれば何でも手伝うよ」

ということでお話をしていただき、大変心強

く思った記憶があります。 

 そうした形でさまざまなご支援をいただき

ましたので、改めましてこの場を借りて御礼

申し上げたいと思います。まだまだたくさん

伝えなければならないことがございますけれ

ども、時間の関係もございますので、私のほ

うはこれで終了させていただきたいと思いま

す。ご清聴、ありがとうございました。 

司会：野田市長の貴重な教訓をお聞きするに

は時間が短くて申し訳ございませんでした。

また、懇談会等、5 時半から予定しておりま

すので、聞き足りないという方がいらっしゃ

ったら、懇談会のほうにもご参加いただきた

いと思います。 

 続きまして、奈良県の十津川村村長の更谷

慈禧様、お願いいたします。  

 更谷村長様は平成 13 年 4 月より十津川村

村長を務められ、平成 23 年の台風 12 号に

よる紀伊半島大水害の被害に見舞われたとこ

ろに対応されております。現在、早期復興へ

のご尽力をされているところでございます。

本日は『豪雨土砂災害について被災自治体か

らの報告』と題して講演をいただきます。そ

れでは、更谷村長様、よろしくお願いいたし

ます。 
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『豪雨土砂災害について被災地自治体

からの報告』 

 

 

十津川村長：皆さん、

こんにちは。ご紹介

をいただきました

奈良県十津川村長、

更谷でございます。

まずはこういう機

会を与えていただ

いたことをまずも

って心から御礼申

し上げたいと思い

ます。そして、一昨

年になりますが、9

月、台風 12 号が紀

伊半島に大変な被

害をもたらしました。そのときに、ほんとう

に全国の皆さんからご支援をいただきまして、

心から厚く御礼を申し上げたいと存じますし、

我が村では死者 7 名、そして未だ 6 名が行方

不明のままなのですが、この人たちが発見さ

れない限り、復興はないというふうに思って

おります。先ほどの釜石市長さんがおっしゃ

ったように、あれほどの被害はないわけでご

ざいますが、人の命の重さといったものはす

ごく重たいものであるというふうに感じてお

ります。 

 それでは、台風 12 号豪雨災害の報告をさ

せていただきたいと存じます。 

 

◎十津川村の場所は 

 

 まず、十津川村でございますが、紀伊半島

のど真ん中に位置いたしております。面積が

672.35 平方キロ、日本の中で一番広い村で

ございます。今日も淡路島を通ってきたので

すが、広さの実感をしたのは、あの淡路島の

高速道路を通ったときに、「何と広い島やな」

と。うちの職員に申し上げましたら、「村長、

あほなことを言うな。ここの島よりもまだ 20

平方キロ、うちの村、大きいぞ」というよう

な話を聞きましてびっくりした次第です。村

の 96 ％ が 山 で ご ざ い ま す 。 村 の 中 に は

1,000m 以上の山が 100 あまりあります。

山の向こうが見えないというところでござい

ます。四国でいいますと東祖谷村と以前提携

しておりまして、あそこへ初めて行かせてい

ただいたときに、「ただいま」と言って東祖谷

村に行ったことを思い出しますが、あそこと

同じような村でございます。ここに「川原樋

川・十津川合流」という我が村の風景が載っ

ておるのですが、ここに来て十津川の風を感

じるとは思ってもみませんでした。 

 今、過疎・少子高齢化の最先端をいってい

ま す。 実は 台風 12 号の 災害 時に は人 口

4,000 人以上いたのですが、今は 3,896 人

まで人口が減ってきております。 

  

奈良県吉野郡 

十津川村長 

更谷 慈禧 
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◎台風 12 号の状況 

 

 台風 12号の状況でございますが、一昨年、

8 月 25 日、マリアナ諸島の西の海上で発生

したこの台風、四国を縦断しながら北上しま

した。本村は、ちょうどその東側に当たるわ

けでございまして、大変な雨と風の台風でご

ざいました。 

 

◎雨量の状況 

 

 台風は時速 20kmくらいでございましたか

ら、雨が 4 日間降り続けました。どこまで降

ったら気が済むのだろう、というくらいの雨

でございまして、時間雨量は 46mm くらい

で 少 な か っ た の で す が、 う ち の 観 測 所 で

1,358mm の降水量、これは 10 カ月分を 4

日間で降ったことになります。我々、役場の

連中は、みな、泊まり込んでおったのですが、

ほんとうに怖く、どこまで降ったら気が済む

のだ、というくらいの雨でございました。 

 特に、奈良県の大台ヶ原、あそこはほんと

うに雨が多いのですが、1,800mm くらい降

りました。しかし、多いところでは 2,000mm

は超えておったのではないか、と言われてお

ります。 

 

◎河道閉塞と山腹崩壊の状況 

 

 被害の状況でございます。これだけ降った

雨 が 山 あ る い は 土 地 を 打 ち 続 け ま し た 。

260ha の山が崩壊いたしました。被災後私は

ヘリに乗せていただきました。これは栗平の

土砂ダムですが、この 1 つの崩壊の面積が

40ha ございました。山が深層崩壊を起こし、

尾根からストンとおりてきて、40ha に及ぶ

面積の 50 年生程の立木が真横になって、き

れいに横に並んでおりました。それが 650m

の間、木が横に立っておりました。この状況

を見たとき、足がすくみました。私もずっと

山へ入っておりますが、これほどの崩壊を見

るのは初めてでございました。深層崩壊がう

ちの村の中で 3 つできました。 

うちの村には 123 年前の明治 22 年に同じ

ような水害が襲っております。「十津川大水害」

という水害ですが、そのときに 168 名の村民、

そして土砂ダムがその当時は 40 くらいでき

ました。当時、1 万 2,000 人くらいの人口で

したが、その人口のうち 2,600 人の村民たち

が、現在の北海道新十津川町に移住したとい

う歴史を持っております。その台風と同じも
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のが今回 123 年ぶりに起こったという状況

でございました。 

 

◎折立橋 落橋状況 

 

 260ha の山が落ち、谷という谷をすべて洗

い出して川にその土砂が入りました。その川

に入っている土砂は新宮までの熊野川（いわ

ゆる十津川）の中に 1 億立米という土砂が堆

積しました。1 億立米って見当がつかないの

ですが、平均で河床が 4～5m 近く上がりま

した。あれから 1 年半たつのですが、これだ

け河床が上がっておる中で、雨が降るといつ

もビクビクしながら生活をしておるというと

ころが今の状況でございます。 

 そして、国道 168 号線、「命の道」と呼ん

でおるのですが、崩れた土砂で河床が上がり、

その為水位も上がり、この橋が落ちました。

この橋はトラス橋なのですが、この下まで水

位が上がり、立木が当たって、この橋を引き

ちぎったといいますか、押し流してしまいま

した。これは唯一の国道なのですが、これだ

けの害を与えました。 

◎桑畑 道路崩壊箇所 

 

 そして、国道 168 号線、主要な道路はこれ

しかないのですが、この道路がちょうど写っ

ているとおりダムが川のごとく斜面に当たっ

て、ちょうど水おもてですから、この道路下

斜面に水が当たって、壊してしまった状況で

す。このような被害が国道、村道、林道、県

道、併せて 130 カ所くらい発生し道を寸断し

てしまったという状況でございました。 

 

◎河川の水位上昇 

 

 そして、広い村の中で、役場のすぐ下流に

新しい学校を作りました。平成２４年 4 月か

ら統合校になったのですが、新しくできた学

校がいよいよ流されてしまうのかなというく

らいの水の量でございました。 
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◎道路崩壊 宇宮原バイパス 

 

 ここに地域高規格道路、宇宮原バイパスが

できたのですが、これが旧道でございます。

この旧道でここにもともとあった山がまた大

きく崩壊(右側の崩壊)して土砂ダムができ、そ

の上流（写真中央崩壊地）がまた深層崩壊を

起こして、上流向きに津波が発生しました。

津波は海だけかなと思えば、川でも山でも津

波は起こるということを体感いたしました。

その上流に家があり、また発電所があったの

ですが、それを瓦礫のごとくにつぶしてしま

い、3 名の尊い命が奪われたのです。これを

もし人の力でやるならば何年かかるのだろう

という状況が一瞬にして起こった、自然の怖

さをまざまざと見せつけられたという状況で

ございました。 

 

◎建物と人的被害の状況 

 

 トータルとしまして、全壊した家屋は 18

棟、半壊が 30 棟、床下浸水が 14 棟。ここ

に死者が 6 名と書いておりますが、隣村で 1

人亡くなったのですね。亡くなった場所で勘

定するわけで、報告は 6 名ですが亡くなった

村民は 7 名、そして行方不明者が 6 名、重傷

者が 3 名という被害状況でございました。  

 

◎ライフラインの途絶 1 

 

 発災当初ですが、長いところで 10 日間近

く、村民と役場とが一切の連絡がとれなかっ

たのです。なぜかというと、道路に電柱がご

ざいます。それに電話線であったり、電気線

であったり、あるいは CATV であり、光ケー

ブル等、すべて電柱に添架しながら電気を送

り、電話繋いでおるのですが、それがこの絵
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のように崩壊すると、その時点で寸断してし

まう。こういう箇所が 130 箇所近くあるわけ

でございまして、工事に行こうにも行けない

という状況がございました。こんな状況の中

で、村民との連絡が 10 日間とれない事とな

ったわけです。 

 そのときに、うちの役場に衛星携帯電話が

1 台しかなかったのです。防災無線は各集落

あるいは個別に入ったのですが、一方的な放

送だけで、また電池が切れておる等もあり、

いろいろな形ですべてには行き届かなかった

という状況でございました。 

 

◎台風による問題点  

 

 この台風による問題点とすれば、やはり情

報不足、いろいろな情報が一切入ってこない。

それと、村自体が孤立した。うちの役場に

120 名くらいの職員がおるのですが、出てこ

られたのは 6 割程度だけ。それは道路が寸断

しているから出てこられない。ある程度の職

員は早めから来ておったのですが、それでも

6 割しか出てこられなかったそのうちの 3 割

近くは消防団員で、ほとんど行政の仕事はで

きない。いわゆる行方不明者あるいはどこか

が流されそうだという状況で出動しており、

まさにマンパワー不足を実感いたしました。 

 

◎各方面からの支援 

 

 そんな中我々は発災からただうろたえるば

かりであったといったのが正直な話でござい

ます。それまでいろいろなこともやってはき

たのですが、その場になるとなかなか適確な

判断ができないというのが実情でございまし

た。 

 

◎国土交通省 地方整備局による支援の状況 

 

 そうした中で、先ほどの話もありましたよ

うに、発災後の 5 日に国交省からリエゾンの

方が 2 名ヘリで来てくれました。その日のう

ちに 18 名になり多い時には 60 名／日近く

の方々がうちの役場に支援に来てくれました。 
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◎緊急災害対策派遣隊より大きな支援を受け

た 

 

 一つは人的支援でございました。リエゾン、

あるいは TEC-FORCE という災害対策用の

技術者の方達に集まっていただいた。あるい

は、リエゾンの方には、何が必要なのか、何

が足らないのか、どうすればいいのかという

ことなどすべてにいろいろな手助けをしてい

ただきました。それと、24 時間復旧に向けて

資材、あるいは技術を送ってくれた。特に、

一番良かったのはヘリコプターを、自衛隊さ

んもそうなのですが、どんどん送ってくれた

のですね。ヘリでしか食糧も運べない、ある

いは被災した人を運べないという状況、ほん

とうに助かりました。 

 あと照明車ですね。24 時間、寝ずに工事を

してくれたのですが、そのときに照明車。あ

るいは災害の状況のいろいろな判定をしてく

れる TEC-FORCE の皆さん、これはほんと

うに助かりました。 

 

◎整備局移管について 

 

 今、少し落ち着きましたが、整備局を広域

連合に移管しようという話があるわけですが、

このことに賛成する者はほとんどおらんわけ

です。先ほどから言ったように、大水害での

素早い対応とか、支援、これほどうれしいこ

とはなかったし、感謝をしております。また、

我々のところは近畿地方整備局なのですが、

そこに奈良国道工事事務所があって、日ごろ

から我々の道を見てくれるからこそ、有事の

ときには適確にどこが悪いのだ、どこが痛い

のだ、どこがかゆいのだということをわかっ

てくれるから、早く村民の命を助けてくれる、

そんな思いでございました。 

 それと、役場の中にこの四国地方整備局の

皆さん方もたくさん来てくれ、また全国の各

整備局名が背中に書かれた方々が全部廊下で

寝てくれていたのです。こんなありがたいこ

とはなかった。それと、いろいろな機材、資

材を持ち込んでくれた、このスピーディさ、

これはほんとうに被災した者でなくてはわか

らんな、というふうに思っております。 

 現在、広域連合に奈良県は未加盟でござい

ます。いずれにしても、「なんか、田舎は放っ

ておいていかれるんかいな」というような気

持ちを持っております。私はいつも申し上げ

ておるのですが、「絶対いやだとは言わんけれ

ども、きっちり説明をしてくださいよと。今

よりもどれほど良くなるからこそ、移管しま
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すよ。」という説明をしてくれるのであれば、

私は一切文句を言わんぞと。その説明もない

中で、移管をする、無駄だからと言われると、

私も日本人ですよ、といったことを言いたい

と思います。 

 

◎自衛隊による支援の状況 

 

 

 それと自衛隊の皆さん、最大で一日に 350

名ほど来てくれました。車が通らないからす

べて足で、スコップでもってやってくれたの

ですね。これほどありがたいことはございま

せんでした。この絵にありますように、ダム

に 10 年分の立木が入りました。それを一本

一本裏返しながら、行方不明者の捜索に当た

ってくれました。 

◎奈良県や市町村による支援の状況 

 

 それと全国の市町村、いろいろな技術者を

送り込んでいただきました。まさに物心両面

にわたる支援をいただきました。 

 

◎災害当初に掲げた信念 
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 発災当初、私はいろいろな支援が来た中で、

まずは村民の命を守ろう、そのために村民の

苦しみとか悲しみを理解して、みんなでまず

は村民の命を守っていこう。村民に安心して

もらうためには、国から、県から、あるいは

自衛隊さん、多くの人がこれだけ助けに入っ

ておるぞ、来てくれておるぞ、ということを

村民たちに伝える、そのことによって安心し

てくれる。そんな思いの中で、まずは村民の

命を最優先にやっていこうということを信念

として伝えました。だから、このことを機軸

にものを考えるとすごく判断が楽でございま

した。いくら村民が文句を言おうと、「死ぬよ

りましやろう」という判断をして、そのよう

な指示を与えました。 

 しかし、当初は村民の命なのですが、3 カ

月、車が通らないと村の命が今度は絶たれて

しまう。そんな中で、村民の命から村の命に

考えが変わってくるようになりました。それ

は、いわゆる規制の緩和といったものが必要

になってきたということなのです。「危険だか

ら一切通るな」「もう通れるじゃないか」とい

うことが今度は不平不満として出てくるので

すが、その時にどういう規制をして、許可を

するのかというのが大きな問題になりました。 

 

◎発生時の状況 

 

 一方 10 日間、あるいは救いの手が入らな

い中で、特に国道沿いの大きな集落には目が

行くのですが、奥の集落にはなかなか入れま

せんでした。うちの村に 54 の大字がござい

ます。小さな集落を入れると 200 近くの集落

が村の中に点在しておるのですが、そのとき

に村民たちは孤立した状態の中で、助け合っ

て、あるいは自助、共助という、まさに自分

たちで道を作り、食糧を分かち合いながら生

活をしてくれていました。 

 

◎地域の助け合い 

 

 ここに写真がありますように、道路が落ち

てしまって、その道路から山を越えて、こん

な道を自分たちで作ってくれた。お年寄りの

ために若い者たちは買い出しにまで行ったと

いうようなことがあり、ほんとうに誇りに思

っておりますし、このときに日本人の大切な

ものはまだ田舎にあるな、物と金の時代に、

経済大国日本になったけれども、もっと物や

金よりも大切なものがあるのではないか、そ

れは田舎にあるな、ということを、大変偏っ

た言い方ですが、私は過疎少子高齢化になり、

あるいはこれだけ高齢化していった中で、そ

んなことを伝えていくことがこれからの日本

にとって必要ではないのかなということをこ

の災害で実感させていただきました。 
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◎現在の避難状況 

 

 現在の避難の状況でございますが、避難指

示を出しておるのは 1 地区 3 所帯 3 名にまで

減りました。自主避難が 5 地区、そして仮設

住宅へ入っているのが 24 世帯、50 名。未だ

66 名の方々が家に帰れていない状況であり

ます。 

 

◎木にこだわった仮設住宅 1 

 私、3.11 のあの被害の状況を見て、仮設住

宅、寒いな、あるいは部屋の中に露がわいて、

なかなか寝むれないという話をテレビでよく

聞いておりました。うちの地域に何とか十津

川の木で仮設住宅を作って欲しい、作りたい

ということを県に言いました。知事は「早く

安心して住める仮設へ入ってもらう」とそう

おっしゃったのですが、普通のプレハブ住宅

建設と工期を合わすからと、大工をみな集め

て、「おまえら、寝ないでやってくれ」と言っ

たら、建ててくれたのですね、同じスピード

で。 

 

◎木にこだわった仮設住宅 2 

 二重サッシュとかいろいろな形で、今はほ

んとうに温いぞと入居者は言っています。こ

んなことをやってくれた、うちの知事に感謝

をしております。今後、もしこういう災害が

起こったならば、木のやさしさに触れて避難

してもらえるようなことをするべきであると

いうふうに思っております。 

 

◎十津川村復興計画 

 復旧復興の対策、あるいは今後の課題でご

ざいますが、昨年 4 月に復興計画を策定しま

した。ここにあるのは骨子なのですが、仮設

住宅へ入っておる人たちは 2 年すると出てい

かなくてはいけない。復興計画の中では、水

害前よりももっといい村にしようではないか

という、いわゆる 10 年間の計画を立てまし

た。短期的には 2 年から 3 年にしよう、2 年

にするのは、被災されて仮設へ入っている人

たちが 2 年たつと出ていかなくてはいけない。

今年 11 月には出ていかなくてはいかん。そ

の 2 年の間に生活の再建ができる目標を立て

ました。 

 このときに、基本理念として、これだけは

みんなで守ろうやと。まずは今回の水害でみ

んな助け合ったよな。あるいは十津川の誇り

を持って、魂を持って、みんな頑張った。マ

スコミの人たちがうちの村に泊まり込んでく

れたのですが、「村長、ここの村はほんとうに

明るいな。すごいな」と言ってくれたのは、

誰一人、「村が何もしてくれん」とか、恨みつ

らみを一切、自然に対しても言わんかったよ

な。そんな誇りがあるのだから、もう一度頑

張ろうやないか、というようなことを基本理

念にしよう。そして、10 年後には、今よりも

もっといい村をつくろう。これは村民たちと

話し合って、つくったのです。自分のことは

自分でやってくれ。地域でコミュニティを組

みながら、助け合いながらやってくれ、どう

しても金の要るときは村でつくろうやないか。 

 こんな話をした中で、あれから 1 年半が経

ち、次年度予算の中にも具体的な PDCA サイ

クルを回しながら、必要なものをつくってい

こうという具体的な復興事業、それを予算に

反映していこう。 

 そして、これは我々の知恵だけでは無理だ

ということで、あらゆる機関、あるいは専門

家の知恵を活用しながら、情報を共有しなが

ら、そこに向けて頑張っていこうというよう

な復興計画を立てさせていただきました。 
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◎十津川村が存在する価値・責務 

 

 台風が襲い、96％山林のこの村にどんな価

値があるのだろう、あるいは村の責務は何な

のだろうということを、ほんとうに座り込ん

で考えさせられました。96％の山、やはり今

の台風は雨があまりにも多すぎたから、手入

れが足りないとかいう規模ではなかったので

すが、やはり山を守ることが川を治めること

につながるし、山を治めることで、道路をは

じめライフラインを守ることができるのでは

ないのか。それは強いて言えば、人の命まで

守れるし、地球環境まで守ることにつながる

のではないかという結論に達しました。一次

産業はつぶれました。しかし、六次産業、三

次産業から引っ張っていく林業、こんなこと

を、今も、4 年目を迎えておるんですが、ど

うしてもみんなでやろう、そんな話を今いた

しておるところであります。 

◎今後の課題 1 

 

 課題でございます。1 年半経ちました。土

砂ダムも河道ができて安心して住めるように

なったのですが、まだその半分の土、川に落

ちていない土は山に残ったままなのです。こ

の土砂をどこかに運ばないと、この根源をど

うするのか、どこに持っていくのだというこ

とが課題になっております。 

 

◎今後の課題 2 

 

 それと、今、1 億立米、とりあえずビクビ

クしておるのですが、県も国も一緒になって、

川に入った土砂を土捨て場に運んでおるので

すが、1 億立米の土砂をほかす場所がないの

です。海まで持っていこうかと言っておるの

ですが、どうやって運ぶのか。これだけ寸断

されて、まだ 1 車線が 8 キロもあるような、

そんな道路をダンプカーが走って、どないに
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なるのだろう、道がもたんぞ。いろいろな課

題があるのですが、要は、これ以上放ってお

くと、さらなる災害が起こる。あるいは搬出

先を早く見つけないと、どこへほかしていい

かわからない。あるいはどうやって運ぶのか

というのが今の課題であります。 

 今は、横のほうにはっつけて、河道をつく

っていただいておるのですが、ほんとうに深

く感謝しておるのですが、根本的な話がまだ

できておらないというのが現状でございます。 

 特にダムがございまして、それ以上、流れ

ていかないという状況の中で、電源開発や関

西電力とも話をしながら、共栄を図れるよう

な、そんな施策を打って出ようというところ

でございます。 

 

◎課題 3 

 

 それと、今後の課題で深層崩壊の対策のあ

り方ということを痛切に感じております。今、

ソフト対策ということで、いわゆる山が崩壊

する調査とか、あるいはひびが入ったとか、

ここは崩れそうだといったことを航空レーザ

ー測量や空中電磁波探査だとか、それによっ

て、ここが危ないですよ、ここが崩れそうで

すよ、あるいは崩れたところには、その大規

模崩壊監視システムなどがきっちり技術向上、

進歩によって深層崩壊マップが完成されて、

皆さん方のところへも報告してくれました。 

 私のところにも来て、「ここは危ないですよ、

あそこは危ないですよ」と言ってくれました。

しかし、私は、「帰ってくれ」と言ったのです。

「それは、ここで住むなということかい」と

言って私は怒ったのですが、実はこれだけソ

フト対策はしておっても、ハード対策として

は、崩壊した手だてしか今やっていただいて

いないのです。もし、崩れるのであれば、崩

れないような手だてを、「ここが危ないからこ

ういう手だてをしよう」というようなハード

面が必要ではないのかなと。先ほどの、ここ

で南海トラフがやってきたときに、何 m も、

何十 m もの防波堤をしておっても、それが先

ほどの話に繰り返すのではないか。その中で

自然と人間との対話とか、あるいは先人たち

が生き延びてきた知恵、そんなものを組み合

わせながらやっていく必要があるのではない

のかなと。 

 予防的な対策が可能になるように、対策技

術の向上と事業制度の改善が必要ではないの

かなと。口幅ったく言いますが、ほんとうに

危険なところで、どうして村民たちあるいは

市民たちは住めるのだろう。そのことを守る

ことが今後の安全・安心につながっていくの

ではないのかなと 

 土砂ダムがあって、その報告に行ったとき

に、うちの直下にある村民のお年寄りが言っ

たのですが、「何か臭いが違うぞ。水の色が違

うぞ」と言いました。その前に、土砂ダムが

崩壊しておったのですね。年寄りたちが生き

延びてきた、その生活の知恵の中に大きなヒ

ントがあるのではないか。その生活の知恵と、

そして今の向上した技術、それとを掛け合わ

せた中で、どこが安心なのだ、どこが崩れな

いのだということを避難先として特定してお

く必要があるなと痛切に感じております。 

 

◎ヘリコプターの写真 

 先ほどの探査技術というのはヘリコプター

にこのように吊り下げて、電磁波でもって調

べるそうでございますが、こんなことで深層

崩壊マップというものが出来上がったと聞い

ております。 
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◎今後の課題 3 深層崩壊対策のあり方 

 

 もう一つの課題としては、深層崩壊対策の

あり方として、山も道路も川も三位一体でや

っていただかないと、我々、過疎からの脱却

にはつながらないよなと。順序から言うと土

砂ダムでもその水が越流するためには仮の排

水路が必要です。順序はわかるのです。しか

し、早く、スピーディにやっていかないと、

せっかくできた仮の排水路が山からの崩壊で

またつぶれてしまう。いたちごっこになるの

ではないのかなと、そんなことを口幅っとう

ございますが、思いとしてはこんなことをぜ

ひともスピーディにやっていただきたい。「自

分たちでできることは自分でやろうという決

意を固めておるところでございます。」 

 

◎災害後に行った見直し 

 

今後の災害に備えての話でございますが、災

害後に行った見直し、できておるところもあ

るのですが、今、見直しをかけておるところ

でございます。「職員の警戒体制見直し」とい

うことで、今までは主に総務課で警戒体制を

とっておったのですが、「全職員ですべてこれ

にかかわれ」ということで、全職員での輪番

で警戒体制をとるように見直しました。 

 それから、全大字への衛星携帯電話の配備。

54 大字と主要な施設のあるところへはすべ

て発電機もつけて、それもガスボンベ方式が

良いということで、国の補助をいただきなが

ら全大字に配備を済ませました。 

 それから、今、ゲリラ豪雨が多発しており

ますが、日本一大きな村なので北の方は雨が

降っていないのに、南のほうは大雨等の状況

です。しかし、主要国道の全線通行規制がか

かる状況となっている。あるいは避難勧告と

か避難指示の発令も、もう少し細かくしてお

くと、もっと人の身になったといいますか、

村民に合ったような発令の仕方が必ずできる

はずということで、そのことも気象庁と直接

話をした中で出していこうと見直しをかけて

おります。 

 それと、リエゾンさんが来てくれて、いろ

いろなことを教えてくれた。これを的確に、

これはできた、これはまだだというチェック

リストをきっちりマニュアルとして作ってい

こう。このチェックリストや地域防災計画は、

ハザードマップを作るのが目的ではなくして、

これを活用してこそ初めて効果が出るわけで

すから、作るものじゃない、これは使うもの

だということの共通認識を村民ともしながら

作っております。それと、支援に来てくれた

人たちにどんなことをしてもらおう。受援計

画の策定も今進めておるところでございます。 

それと、食糧の支援の協定締結。これも、

今、生活協同組合ならコープさんと提携をい

たしました。 
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◎体制について、今後の課題 

 

 それから、体制についてなのですが、3.11

の東北の大震災、我々も水害がありましたが、

「自主防災組織の組織強化」。この間も防災研

修会を実施したのですが、それこそ村民はそ

の気になっております。だからこそ、自主防

災組織、自分の命は自分で守ってくれ、この

ことを徹底しながら、細かくやっていこうと

しておりますし、今まで各地区に備蓄品をお

いておったのですが、今は各家庭に 3 日間の

備蓄品あるいは必要品は自分で用意をするよ

うにと。3 日間生き延びれば、4 日目には必

ず救いの手が入るぞ、そんなことを共通認識

として進めておるところでございます。 

 それと、「安全な避難所の見直し」。我々、

作っておりましたが、土砂ダムで避難所が危

険だったのですね。本村では、安心なところ

は一切ないのです。どこもかも危険です。そ

うした中で、先ほど言ったように、村民の年

寄りの知恵と今の技術をして、ここが災害履

歴がない、あるいはそこへ行くアクセスがい

いというところを特定しながら、この避難所

の見直しをしようと。避難所を 1 個 1 個すべ

て作ると村がもちません。だから、今ある住

民の家も避難所になったらいいのではないか。

そんなことも村民と話をしながら進めていき

たい。 

 あの当時は、とりあえず道路から上にあが

ってくれということで、みんな、上にあがっ

てくれました。車であがっていった。夏だか

らよかったのですけれども、冬になったらど

うするの、というような問題がございます。

避難所の見直しは喫緊の課題であるという認

識いたしております。 

 それから、「安心・安全な道路の整備」とい

うことで、私は「道路が命」、これしか移動手

段がない。ましてや紀伊半島は東海・東南海・

南海地震が発生したときに、我々、この紀伊

半島を縦断する 168 号線、これが一級の避難

の道であるし、緊急輸送の道である。このこ

とを、今、国交省の方にもお願いしながら、

国直轄でやってくれよと。これは村だけと違

うぞ、紀伊半島の命を救う道ですよ、といっ

たことを今申し上げておるところであります。 

 それと、地域高規格道路で 130km のうち、

今、50km くらいが出来上がった段階で、直

轄でやった十津川道路が 9 月 19 日に開通式

を迎えるはずでございました。しかし、開通

式を待たずに発災時に通行しました。その道

があったからこそ、我々、村の命、あるいは

村民の命を守ってくれた。そのとき、私、国

交省の人に言ったのです。「十津川中、トンネ

ルでいいぞ。村民の命を守ってくれるのやっ

たら、十津川の中、トンネルだらけでいいで

す。その中に避難所も設けてくれ。電気線も

電話線も水もトンネルの中に入れておいてく

れ。人の命が助かるんや」、そんなことを言っ

ております。笑い話のようでございますが、

ほんとうに道路は命でございます。そんな道

路の整備を訴え続けていきたいと思っており

ます。 

 それと、「他市町村との広域応援協定」。こ

れもいろいろな方々から、あるいはいろいろ

な市町村からいただいておりますが、ほんと

うに困ったときの協定の仕方ということは必

要であるなと思っております。 

 こんなことで、我々、苦しいけれども、笑

顔になれるような村づくりをしていこうとい

うようなことで頑張っております。今後とも

ご支援あるいはご指導を賜ればと思っており

ます。ありがとうございました。以上でござ
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います。 

 

司会：更谷村長様、どうもありがとうござい

ました。それでは、ここで休憩に入りたいと

思います。大事なお話ばかりで時間が押して

まいりました。休憩時間は 10 分間とさせて

いただきます。40 分ごろに再開したいと思い

ますので、トイレ、喫煙、お茶を急いでお使

いいただければと思います。 

 

（休憩） 

 

■ 意見交換 

司会：それでは時間になりましたので、意見

交換会に入らせていただきます。少し時間が

押している状態です。意見交換会の進行役は

四国地方整備局、石井企画部長が務めますの

で、よろしくお願いいたします。 

 

石井部長：整備局企

画 部長 の石 井でご

ざいます。それでは、

意 見交 換会 につき

まして、私のほうか

ら 司会 を進 行させ

て いた だき たいと

思います。よろしく

お願いいたします。 

 時間 が押 してお

ります。あとの予定も

ございますので、意見

交換会、17 時 15 分

までとさせていただきたいと思います。30 分

程度でございますので、質問のほうはなるべ

く短めにお願い申し上げたいと思います。 

 それでは、今回の意見交換の趣旨というこ

とで若干説明させていただきたいと思います

が、四国は皆様ご案内のとおり、自然豊かな

ということでございますが、その一方で、太

平洋を中心にして雨が多いといったようなこ

とで風水害あるいは洪水被害等々、土砂災害

も頻発していると。さらには、南海トラフの

関係の巨大地震が迫っている状況にあるとい

うことでございます。 

 そのような中で、本日お集まりいただいて

いる皆様方にとりまして、安全・安心の確保

は非常に大きな関心事だということでござい

まして、その対策につきまして、日夜取り組

まれておると思っているところでございます。 

 これからの意見交換会でございますが、そ

ういった皆様方の関心事につきまして、本日

ご講演いただきましたお二人の首長さんにご

質問させていただくという形式でさせていた

だきたいと思っているところでございます。 

 事前に、皆様方にアンケート調査という形

で、それぞれの関心事、課題等々をお聞きし、

把握させていただいているところではござい

ますけれども、質問するに当たりましては、

質問される方のご指名、所属、それから質問

の趣旨を簡単に概略言っていただいて、回答

者をご指名していただいて意見交換会を行っ

ていただきたいと思っているところでござい

ますので、よろしくお願い申し上げたいと存

じます。 

 それでは、まずどなたかご質問ございませ

んでしょうか。 

 

榎並谷町長：二人の

話を聞いて、この質

問が 果た し てど う

かと いう感 じも い

たしますけれども、

私ども、高知県佐川

町というのは、中山

間地域で、実は海の

ない 地域で ござ い

ます。それでも高知

県では 毎日 のよ う

にテレビ、ラジオで

南海地 震対 策と い

うことでずっと流れておりまして大変関心が

高いわけでございます。たぶん、この中で昭

和 21 年の南海地震、経験したのは私くらい

じゃないかなと思うのですけど、私は小学校

国土交通省 

整備局企画部長 

石井 部長 

高知県 

佐川町長 

榎並谷 哲夫 
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3 年のときに実は南海地震を経験いたしてお

ります。大変揺れが強かった、怖い思いをし

たというその記憶がありますけれども、被害

が幸いなことにほとんどなかったという地域

でございます。 

 そんな中で、この国のいわゆる未来開拓、

地図の中で佐川でも震度 7 という想定がされ

まして、たぶん当時の南海地震よりははるか

な被害が出るのでないかということを思いな

がら、日々暮らしております。その中で、実

は先ほど集中豪雨による深層崩壊、大変な苦

労をされた十津川の村長さん、そして釜石の

市長さんも津波で大変な目に遭ったというこ

とですけれども、実は私どもも震度 7 になり

ますとたぶん山が崩れるところがあるのでは

ないかと。私どもの町も山間部に行きますと、

下にへばりついた地域でございまして、その

ときの地震の状況はなかなか想定しにくいで

すけれども、そのときの対応は行政としてで

きる、十津川の村長さんがそういうこともハ

ザードマップを踏まえて、ソフト面がありま

したが、それをどうするかというお話があり

ましたけども、実はいつ来るか、どこでどう

いう形で起こるかわからない中で、「あんたの

ところ、来るよ」というようなことを町民に

どういうふうに伝えて、政治的に対峙してい

ったらいいか。行政としてどう対峙するか、

そのことをお伺いしたかったので、その趣旨

を説明させていただきました。 

 要は、例えば津波、これは 3 分なり、2 分

なり、自分の命を守るためのわずかな時間も

あるということですけれども、山の場合、一

瞬のうちに崩れたときの状況は想定できませ

んけれども、そうした情勢を踏まえて、行政

としては今後どう対峙していくか。あるいは

ハード面で、砂防とかいろいろな対策があり

ますけれども、いつ、どこで、どういうよう

な形で来るかわからんというのは、私は山の

崩壊ではなかろうかと思っておりまして、そ

れをひとつ経験されましたお二人にもしござ

いましたら。たぶん難しいと思いますけれど

も、ご示唆願えたらという質問の趣旨でござ

います。よろしくお願いいたします。 

 

石井部長：ありがとうございました。 

 

野田市長：釜石の場合は、先ほどお話しした

津波だけでございましたけれども、決して土

砂災害とは無縁ではございませんで、実は平

成 14 年ですか、豪雨によりまして土砂災害

がありまして、2 名亡くなっております。そ

れ以来、土砂災害に対しても協定をさせてい

ただいているところでございますけれども、

結論から言いますと、行政として何をすべき

かという話でございますが、行政としてやる

べきことは、既に皆さんのお手元にある防災

計画やら、災害における事前のさまざまな準

備の中にすべて書かれていると思います。要

は、その書かれていることをきちんと共有で

きるかということがまず一つと、それから、

行政でやれる部分と住民がやるべきもの、こ

れをきちんと分けなければならないと思うの

です。何でもかんでも行政がすべてやれるわ

けではないわけでして、特に津波はそうなの

ですが、津波は「逃げる」ということしかな

いわけです。逃げるための条件とか、あるい

は環境づくりは行政としてもやらなければな

らないけれども、「逃げる」という行為そのも

のは、住民が判断して、住民が行動を起こさ

なければなりません。ですから、100％、住

民に自己責任と申しましょうか、判断は委ね

ている部分があるわけですね。ですから、そ

このところを改めて強調していかなければな

らない。「逃げる」ということは住民がやるべ

きこと、それを住民自身が判断して行動を起

こさなければならないということに尽きるの

だろうと思います。そのことを我々がもう少

し重く受け止めて、発信していかなければな

らなかったというのはすごく反省しています。 

 特に、首長さんがたくさんおられるかと思

いますが、我々の立場からすると、行政とし

てやるべきもの、行政の責任を重く受け止め

て、どちらかというと住民側よりも自分自身

の責任のほうに重きを置いてしまうのですが、
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もちろんそれは重要ですけれども、それ以上

に住民側がやるべきもの、住民側が学ぶべき

もの、その主体性というところに重点を置か

なければならない。それをするためには、や

はり防災教育ですね。幼少期のころから、そ

ういう自立の精神というものを育てていかな

ければならないと思っています。要は、そう

いう住民を育てるためには、幼児期から主体

的な、自主的な判断のできる住民を育ててい

くことが私は今回の災害で一番の最も大事な

ところだと思っているところです。 

 

更谷村長：うちの村も一緒なのですが、安全

なところ、ないんです要は、おっしゃったよ

うに、「自分の命は自分で守る」という観点で

いくと、集落の自治防災組織は小さいほどい

いと思うのですが、その人たちで、年寄りか

ら子どもまで、自分の集落の周辺、いわゆる

図上に落としていく。お年寄りたちは、災害

履歴といったものをよく知っておりますし、

先人たちから受け継いだことが必ず村の中に

はあるのですね。それを地図上に落としてい

く。例えば、うちにも濁り谷とか赤谷とか、

崩れ坂とか、そういう名前のついたところは

必ず履歴が残っておるのですね。だから、赤

谷とか濁り谷とかいう場所を先人たちは作っ

たと思うのです。その場所が特定できれば、

例えば、うちのお年寄りが言ったのは、「ここ

に氏神様があった」、あるいは「ここに寺小屋

があった」というところは、一番安心なとこ

ろに作っておるのですね。 

私はそこを年寄りたちの知恵と、先ほども

言ったように、最新技術あるいは科学的な中

で、それがほんとうに安心だという特定を、

それこそ専門家と地域が一緒になって、そこ

へ逃げようと。これがなかった場合、もう一

つ安全なところはどこかということを、うち

の村民はその気になっておりますし、今、日

本全国の国民の皆さんはそんな意識でおるの

ではないのかなと。それは自分の命を守って

いこうという中で、子どももあるいは学校も、

あるいはいろいろな組織も一緒になってやっ

ていく、一番のいいチャンスというか、今が

一番やるときではなかろうかなというような

思いをしております。答えになりませんが、

はい。 

 

榎並谷町長：どうもありがとうございました。

お二人からいただきました、例えば津波、そ

れから今の土砂災害、これはある程度、今言

ったような予知とかそういう形ができて、避

難というのはわかりましたけれども、これか

ら 30 年、50 年、100 年、安心して住める

場所。「あなたのところは、今、危ないのです

よ。地震が起きたら一瞬につぶれますよ」と

いう話を住民たちに伝えて、じゃ、津波の場

合は高台へ避難とか今議論がありますね。だ

けれども、一瞬にして地震で家が、山から崩

れてくる、これを防ぎようはなかなかないと

思うのです。だから、今、地震で命を守れ、

逃げろという話ですけれども、それを今後、

ソフト、ハード含めて、行政としてそうした

ことをどう対峙していくかというのは悩んで

おるのです。大変幼稚な悩みですけれども、

例えば、危なかったら、「あなたたち、安心な

ところへ住みなさいよ」と言うのか、そこら

あたりを悩みが。えらいすみません。ありが

とうございました。ほんとうに貴重な意見を

いただきました。 
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石井部長：よろしいでしょうか。ありがとう

ございます。それでは、次の方、どなたかい

らっしゃいますでしょうか。 

 

笠松町長：徳島県の

上勝町ですが、更谷

村 長さん に お尋ね

し たいと思 い ます

けれども、先ほどの

お話の中で、栗平、

ここ 40ha、50 年

生の木があったと。

そして、1,390 万

立米の土砂が崩れ、

そ れか ら立 木が橋

に当たって、橋が引

きちぎられた、さら

にダムに 10 万本の立木がたまっていった、

こんなような話ですけれども、私が一番恐れ

ているのは、木が成木になって、人工林、私

のところ、83％なのですけれども、スギやヒ

ノキの人工林が災害を誘発している、なおか

つ被害を増大していると私は考えているので

すけれども、その木を半分切って取っておい

たら、山が非常に軽くなってくる。 

それから、先ほどの地震ですけど、地震は

一瞬にして、これも時期によって、昭和 21

年は幸いに乾季、12 月だったのですけれども、

雨季、夏場にあると、ただごとじゃない。50

年生というと成木ですね。それがそれだけあ

るということ自体が、実は山の木を日本全国

伐らなくなった、これがさらに災害の被害の

誘発と、被害を増大する大きな原因になって

いるのではないかと私は思っているのですけ

れども、そのあたりはどのようにお考えでし

ょうか。 

 

更谷村長：私は、今回の水害を見ていて、や

はり山に対する感謝というか、山にお返しを

する。町長、いつも「今は土石流と違うて、

土石立木や」とよくおっしゃっておるのが頭

から離れないのですが、今までは間伐し、整

木して、山に返して、山に恩返しをしてきた、

いわゆる一次産業が生業として残ってきたん

のですね。今、要は、市場感覚で、それに合

わせた儲けだけの林業経営にしておるのじゃ

ろうかと。そんな中で、やっぱり葉っぱの果

てまで活用させていただくのが今の我々の時

代ではないのかなと。 

 要は、それこそ光の入らないような山にし

てしまった。今の水害はその手入れを超越し

た雨であったと思うのですが、しかし、ボデ

ィブローとすれば山の手入れ不足といったも

のも、私は十分、今の災害を誘発したし、そ

れが流れることによって土石立木となって、

いろいろな害を下へ下へと誘発していった。 

 ですから、私は林業再生、それが過疎から

の脱却ですし、国土の 70％が山でありますし、

うちの村でしたら 96％、何とかそれを生業と

してやっていけるような。だから、私は、一

次産業、つぶれたと言っておるのです。二次、

三次足して六次産業にしていった中で、今の

我々の山づくりの思いを消費者に伝えていく

努力をしていなかったし、材木ばかり売ろう

として、立米単価ばかり上げようとしておる

けれども、今からは消費者に向けて空間を売

るとか、健康を売るとか、そんな時代になっ

てきたのではないかなというように思ってお

りますので、答えになりませんが、私は林業

再生なくして、この災害からの復興はないし、

70％を占めておる国土を守っていくのは、

我々、中山間地であるというような思いを持

っております。 

 

笠松町長：ありがとうございました。私も、

これは価格だけではなく、企業の資源対策と

しても有効ですし、いかにこの木を活用する

かによって、ものを活用するという意味で、

国土保全のためには森林については、国土交

通省から言うと、これは林野庁の仕事だと、

こういうことになるかもわかりませんけれど

も、その対応をいかに事前に被害を少なくす

るかという面では、ぜひ国土交通省も林野庁

徳島県 

上勝町長 

笠松 和市 
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と一緒になって解決策を見出していただきた

いと思います。よろしくお願いします。 

 

更谷村長：今は退官されたのですが、南砂防

部長さんのところに行かせてもらったのです

ね。里山砂防という話を国交省さんのところ

で行かせてもらって、林業の話を聞いて、私、

うれしかったのですが、まさに里山を整備す

ることが砂防につながるという発想、そこへ

行く道も付けるのも砂防で付けられたという

ような話をされました。これはどこどこの省

の縦割りではなくして、国土を守るという観

点からいくと、町長、おっしゃっていること

と私は同感でございます。 

 

笠松町長：ありがとうございました。 

 

石井部長：どうもありがとうございました。

その他、何かございませんでしょうか。どう

ぞ。 

 

松本市長：高知県の

安 芸市 長で ご ざい

ますが、先ほど、野

田市長さん、そして

更 谷村 長さ ん のお

話 を聞 かせ て いた

だきまして、今さら

ながら、災害時にお

ける首長さん、大変

だな、なんて言われ

んと思いましたが、

ほん とう に ご苦労

されたと思います。

心から敬意を表したいと思います。 

 被災後、70 日間の対応と、そして 6 カ月、

そして 1 年、2 年と時系列的にとなるのです

が、民生を安定さすという意味で問題があり

ます。釜石市長さんのところで、産業関係の

レジュメがあるのですが、復興ということに

なってきますと、民生を安定すると同時に産

業の安定化ということが求められると思いま

すが、どんなご苦労話が今までにあったのか

なと。地域の産業を復興させるために、そし

てまた国、県の支援というものは制度的にも、

こういう足らざるところを補ってもらいたい

なということなどがありましたら、ちょっと

コメントしていただきたいなと思って、とも

に産業を構築するためにという質問でござい

ます。以上、よろしくお願いいたします。 

 

野田市長：はい、全くそのとおりでございま

して、被災直後はまず被災された方々の救助

とか、あるいは避難所運営ということでもう

手一杯でございまして、そのあと、やっと仮

設住宅に全員が入られる。そういう流れで来

ていますけれども、仮設から本格的な暮らし

の再建、住まいの再建ということで、釜石の

場合は 21 地区ですが、それぞれ高台移転と

か、あるいは区画整備事業とか、さまざまな

手法を使いながら、地域づくりを進めている

ということで、国と県のほうとさまざまやっ

てきているわけですが、なかなか縦割り行政

と、何といいますか、制度の非常に制約があ

りまして、なかなかスピード感ができないと

いう状況の中で、何とかここまで来たという

感じでございます。 

 ただ、今おっしゃっているとおり、住まい

の再建はできるけれども、そのあと、どうな

のか、ということが我々行政としての大きな

責任があるのだろうと思います。これは、北

海道の奥尻などもたびたび例に出されるので

すけれども、復旧はできたけれども、復興は

なかなか難しいという話。我々もまさにとの

とおりでございまして、釜石だけでも千何人

がなくなって、3 万 9,000 人の人口が今 3

人 7,000 人くらいまで下がっているのです

が、もともと人口減少の地域、少子化・高齢

化ですから、震災前から今後の姿が懸念され

ている状況の中で、今回、被災をした。これ

は釜石のみならず岩手県の三陸沿岸押し並べ

てそういう状況になってしまいました。 

高知県 

安芸市長 

松本 憲治 
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 ですから、これからの三陸沿岸の復興をど

うするべきか、というのは、実は最大のテー

マでございまして、それがあって初めて、新

しい家を建てて、そこに住もうという意欲が

出てくるわけですね。今は、これ以上高く作

ろうとか、あるいは戸建てがいいとか、何と

かという話をしていますが、その前に将来の

展望、明るい希望がなければ、皆さん、住ま

ないわけですから、そうすると並行的に復旧

と復興はまさに両並びで進めていかなければ

ならないということで、当初から念頭に置い

て進めてきたところでございます。 

 まずは、水産業が基幹産業ですから、水産

業をというところですけれども、併せて新し

い時代の先駆的な役割を果たそうということ

で、今、林業の話が出ましたけれども、バイ

オマスの活用とか、あるいは、今、我々が考

えているのはスマートコミュニティというエ

ネルギーの賢い利用ということで、そういう

意味では先駆的なまちづくりをしていかなけ

れば、この町は持続できないということで今

一生懸命進めているところです。 

 具体的に産業というと、いわゆる企業誘致

ということになってしまうわけですけれども、

地場産業の育成と企業誘致と、また企業誘致

をするためには、今言ったとおり、他の地域

との差別化といいますか、優位性をつくって

いかなければなりませんので、今言ったよう

なバイオマスの利用とか、あるいはエネルギ

ーの自給化とか、そういったところに視点を

置きながら進めていきたいなと思っていまし

た。 

 とりあえず、今、急いでやっているのは水

産業のほうでございますけれども、一つ一つ

の課題を解決しながら、いずれ地域の皆さん

がまたこの地域に住めるというものを研究し

ていかなければならないと思いました。具体

の話までまだできませんけれども、そういう

意味では非常に大事な、最大な重要なテーマ

だという認識で今取り組ませていただいてお

ります。 

 

松本市長：ありがとうございました。 

 

石井部長：どうもありがとうございました。

何かその他ございませんでしょうか。どうぞ。 

 

清水市長：愛媛県の

大 洲市 の清 水と 申

します。実は、私も

この 10 年間で 3回

く らい 出水 で市 の

中 心部 に近 いと こ

ろ に被 害が 及ぶ と

いう、災害の常習地

帯なのですが、私ど

も、一番気にしてお

りますのは、人口減

少社会になって、そ

して、そういう災害に遭いやすい地域、弱い

地域を国として、全体としてどう守ってくれ

るのか、そういうメッセージがなかなか実は

出てきていないのではないかと。今回、自民

党政権になって、国土強靱化という話が出た

わけであります。ただ、今までは B/C、B/C

ということで、B/C は人口があり、資産があ

れば当然大きくなります。そういうところに

投資をして、そういうところでないところは

もう投資しないでいいのではないかという大

きな流れがあったと思います。そして、国土

を守るという中で、国土を守るためには、当

然、地域の強靱化もそうなのですが、それと

併せてそこに人が住んでいただけるかどうか

ということが非常に重要だろうと思っており

ます。 

 そういう中で、今回、東北であり、また紀

伊半島で非常に大きな災害があり、そして、

復旧に対して、当然、ある予算は確保されて

いても、それがなかなか迅速に進まない。そ

れもさまざまな規制といいますか、平常時や

ることをそのまま適用するがために、実はこ

の 1 年、2 年、何年かで仕上げなければいけ

ないものが非常に遅れているのではないかな

愛媛県 

大洲市長 

清水 裕 
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ということで、実は心配をしております。 

 と申しますのは、今の人口減少社会の中で、

そういう形で復旧・復興が遅れれば遅れるだ

け、住民の方々が外へ出てしまう。ほんとう

に手遅れにならないのか。そういうときに、

時間軸をきっちり決めて、いつまでにこの地

域はもとの状況からさらにそれ以上に戻しま

すよという、国の大きな方針・方策を出して

いただく。そのためには従前のルールも変え

ますということがこういうときには非常に重

要ではないかという、実は気持ちをしながら

忸怩たる思いで、その様子を眺めておるとこ

ろであります。 

 実際に被害を受けられた地域の方々にとり

まして、今の国の方向、多少は変わってきた

ようでありますが、それからスピード感を含

めて、これから数年、それから 5 年、10 年

の間、何をするか。将来どれだけのものが来

るかなんてわかるわけがありません。少なく

とも今よりこれだけは安全にしますよという

メッセージだけで極端に言うと事業をしてい

ただくとか、そういうほうが実は地域にはい

いのではないかという思いもしております。  

 そういうことに関しまして、ほんとうに被

災を受けられた釜石市長さん、また十津川村

長さんの率直な意見をお聞きできればなと思

っております。よろしくお願いいたします。 

 

野田市長：実は岩手県で被災したのは北の久

慈市から南は陸前高田まで 12 の市町村がご

ざいまして、そこで同盟会をつくりまして、

国のほうといろいろとやりとりをさせていた

だきました。同盟会の代表は私がさせてもら

っておりましたけれども、当初は、やはり甚

大な被害といいますか、ほんとうに右も左も

わからない状況の中で進めさせていただきま

したけれども、我々の要望してきた、例えば

復興交付金事業とか、あるいは復興庁をつく

ってほしいとか、そういったさまざまな要望

に対して、国のほうは非常に真摯に受け止め

ていただきまして、ほとんど実現しておりま

した。ただし、その実現するタイミングが、

要は必要なときが終わったころに決まりまし

て、すべてそうです。今必要なものをお願い

するわけなのですが、それが決まるのは山が

過ぎ去ったあとですね。ですから、ありがた

みといいますか、良かったなという……。 

 全部やってくれたのです。ですから、感謝

はしているのですが、ああ、良かった良かっ

たという思いをあまり感じられなかったと思

っておりまして、今振り返ると、やはりタイ

ミングの問題が一つあったと思います。です

から、どうせ実現してくれるのであれば、必

要なときに、きちんと、スピード感を持って

やっていただければありがたい。 

 一番いいのは、市町村が主体的に復旧・復

興に努めるのだということを会議で決めたわ

けです。だったら、市町村にお任せすべきも

のはきちんとお任せしていただけばいいので

すね。復興交付金事業というものがございま

して、高台に移転するにも何にしても、国と

協議しながら、復興交付金事業で採択しても

らえるかどうかというのを協議しなくてはな

らなくて、これがけっこうな書類と時間をか

けて協議していくのですね。 

 ですから、振り返ってみると、我々は被災

された方々とのまちづくりの合意をどう進め

るかという一番大事なところが実は 2 番目に

なっていまして、国との協議のほうがどうし

ても文章の量、それから時間的な量も、国に

顔を向けてやるほうが多かったです。ですか

ら、被災者との合意形成ももちろん必要です

し、これが一番大事なところですから、時間

をかけて進めなければなりません。そういう

意味では被災者に顔を向けたほうに時間と中

身をきちんと使えるような、そういう体制を

組ませていただければありがたいなと思って

います。 

 政権が変わりまして、たぶんそういった反

省を踏まえながら、よりスピード感を持った

対応をしてくださるのかなと期待しておりま

すが、今までの反省で言うと被災された市町

村に主体的な、自主的な権限を与えるべきだ

と。ただし、市町村によっては壊滅的な、要
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は町長もいない、職員もいないという状況も

ありますから、そういうところについては国

なり、県がきちんと手当をしていただける。

こういう使い分けをしながら、市町村の独自

性というものを発揮できるような体制を組ん

でいただければありがたい。 

 それから、「早ければいい」というものでも

ないのですね。地域の合意をどうつくってい

くかということは、やはり時間がかかるので

す。そこら辺の兼ね合いは非常に大事だと思

います。ここは一番大事なのですが、話をす

ると時間がかかるのであれですが、今の質問

が最も我々が悩んでいるところでございまし

て、できるだけ皆さんの協力をいただきなが

ら、被災された方々の期待に応えるというと

ころを重点に置きながら進めていきたいと思

います。 

 

更谷村長：うちの村のことなのですが、54 の

大字があって、4,000 人を切った。高齢化率

が今 40.2％なのです。54 大字のうち 22 大

字くらいが限界集落になってきた。今、集落

が押し流されて、仮設に入っている人たちに

新しい集落というか、仮設から 2 年後には新

しい集落に移行してもらおうと思っておりま

す。第 1 弾は、私は 2 年後には必ず復興住宅

を建てようと。そこは安心な集落へ、新たな

場所をつくるのではなくて、一番安全な集落

へ、既存の集落があるところへ入っていただ

こう。その集落には、いろいろな基盤整備と

いいますか、我々、過疎ですから、田舎です

から、なかなかお医者さんに行くといっても

足がないとか、いろいろな課題があるのです

が、一つは医療、福祉、介護といったものが

いわゆる介護保険に跳ね返らないような手だ

てがないものかなと。これは今の水害で、「み

んなで助け合う」、あるいは「自分たちで頑張

る」という気持ちがある限り、尊いものだと

私は思っておりまして、そういう場所へ新し

い集落のイメージを持ってつくっていこうと。

まずは 2 年後にはそういう人たち。 

 その次は、今、2,000 世帯のうちの 350

世帯が独り暮らしなのです。墓がある限り、

絶対、自分の集落から離れようとしないので

す。とことんおったら、今度はもう施設に入

るしかないのですね。子どもが都会に来いと

言って、行って 3 日いたら、もう帰ってきま

す。そんな中で、私は安心できるコミュニテ

ィをつくっていくこと、そんな村づくりがで

きればなと思っています。 

 そのためには、若い人たちが帰ってこない

と過疎から脱却できない。モノを生産せん村

はすべてつぶれていっておりますので、モノ

を生産するような、あるいは働く場所を確保

するということはもう基本中の基本だろう。

それは、我々にすると 96％ですから、林業振

興を機軸に観光とかやっておりますが、そん

なコミュニティづくりをまずはしていく。そ

のための社会基盤といったものは強靱化計画

の中で、我々の地域に合ったレベルは欲しい

と思っておりますし、3 車線も 4 車線もの道

を欲しいと言っておりません。安心して走れ

る 2 車線の道が欲しいと。それは先ほど言っ

たように、トンネルだけでもいいぞ、命を守

ってくれるならば。 

 そんな、人が安心して生活できる基盤整備

といったことは、国と地域に合った道路づく

り、あるいは産業づくりといったものをそれ

ぞれが考えていき、協働でやるべきではない

のか。その末端は、そこで生活している人た

ちがどう思うのかというところから始まるの

ではないかと思って進めておるところでござ

います。以上でございます。 

 

清水市長：ありがとうございました。やはり

地域の人が夢を持てるような、そういうもの

が 10 年後、20 年後、またこういう非常に大

きな災害を受けたわけですが、それを契機と

してできればなと願っております。ご活躍を

祈念いたします。 

 

石井部長：どうもありがとうございました。

まだまだご質問ある方、たくさんいらっしゃ

ると思いますが、時間の都合でこれで終わら
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せていただきたいと思います。野田市長様、

更谷村長様、貴重な体験談をありがとうござ

いました。 

 これをもちまして意見交換会を終わらせて

いただきたいと思います。なお、このあとの

予定につきまして、担当から説明させていた

だきたいと思います。よろしくお願いします。 

 

司会：熱のこもった意見交換会、どうもあり

がとございました。また、基調講演を務めて

いただきました野田市長様、更谷村長様、ど

うもありがとうございました。皆様、いま一

度大きな拍手をお願いいたします。 

 それでは、以上をもちまして、平成 24 年

度四国防災トップセミナーを終了いたします。

長時間にわたりましてどうもありがとうござ

いました。 

－以上－ 




